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「宮城大学デザインスタディセンター」 が
2024 GOOD DESIGN AWARDを受賞
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宮城大学デザインスタディセンター（センター長、土岐謙次）は、大学を地域に開き、学生・企業・クリエイター・自治体職
員等が集い、デザインを共に考える教育研究プラットフォームです。デザインの視点から東北の地域資源を探索し、その価
値を再評価・創造することが大きなテーマのひとつです。これまで様々な分野のゲストや、多様なバックグラウンドを持つ
参加者との交流を通して“デザインについて考える・デザイン思考を理解する” 学びを幅広い層に提供してきました。この
たび「宮城大学デザインスタディセンター」3年間の活動が評価され、2024 年度グッドデザイン賞を受賞しましたのでお
知らせいたします。

2024 GOOD DESIGN AWARD
公式サイト



デザインについて考える・デザイン思考を理解する/ 地域に開かれた共創の場を目指して
デザインは広く社会と向き合う仕事であり、社会の様々な場面で抱える本質的な課題は、世代や立場を越えた普遍性を
帯びています。デザインスタディセンターの活動は広く一般の人々を対象としており、特定の職能や社会的地位に関わ
らず誰にとっても普遍的なテーマに対し、レクチャー・フィールドリサーチ・制作・プレゼンテーションなどを通して体験
としてテーマについて理解を深める工夫をしています。
例えば、誰もがよく知る「肉」や「藁」といった身近なものに潜在する課題を深く考え、ディスカッションを行い、我々は
「何を知らないのか？」ということにあらためて気付きを得たり、「鹿踊」といった地域芸能の体験・調査を通して、文化
の成り立ちを深く理解するといったことを題材にしてきました。多彩なゲスト講師がユニークな組み合わせで参加した
り、企業・クリエイター・自治体職員等の多様なまなざしが集まってみなが共に探索することで、創造的思考を刺激する
取り組みを行うことができました。

2024 GOOD DESIGN AWARD「教育・推進・支援手法」審査評
産学官の軽やかな連携によって大学の枠組みを拡張し、新しい学びの場を創出している。一次産業に近いフィールドを
対象とし、地域資源と密接に紐づいた活動を継続的に行っている。さらにそれらを外部の人に伝わるメディアとして継続
的にアウトプットしている。これらの点から、「東北のデザイン教育研究拠点の形成」という初期の目的は十分達成されて
いる。今後も専門領域に縛られず、フィールドリサーチやワークショップといった地域に根差したアクションを通じて、地
域の未来に向けた活動を広げていってほしい。
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宮城大学事務局企画・入試課、広報担当：中木／電話：022-377-8217、メール：kouhou@myu.ac.jp
本リリースに関するお問い合わせ先
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東北に新しいデザインの拠点をつくる
宮城大学は､デザインを通して新たな事業の構想が社会に実装されることで、より豊かな価値が創造されることを目指し、
「デザイン」を社会経済活動の重要な役割の一部として位置づけています。また、本学には食を扱う食産業学群、生命に
寄り添う看護学群があり、包括的に現代の社会課題を捉える上で様々な文化、歴史、地域資源に非常に恵まれた教育研
究環境にあります。大学と地域の多様性、その本質的な価値をデザインの文脈で活かしていく「東北に新しいデザインの
拠点をつくる」宮城大学デザインスタディセンターの今後の取り組みにご注目ください。


